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  TEL ０１３３－７３－８８６８ FAX ０１３３－７３－８８６９ 
     発行責任者 佐々木公子 

どんな障がいがあっても、安心して地域で暮らしていけるようにしたい！ 
障がいのある人への良き理解者を増やし、広げたい！ 

 ３月２５日（水）１４時より、石狩市総合保健福祉センター「りんくる」にて民生委員児童委員障
がい者福祉部会とＰ＆Ａいしかりの懇談が行われました。 
 懇談の始めに佐々木世話人代表より、お年寄り、障がいのある人が穏やかに地域で暮らしていくた
めに協力をできるようにと挨拶を行いました。 
 引き続き伊藤世話人よりＰ＆Ａいしかりの紹介を行いました。平成１３年にＰＡ北海道が障がいの
ある人のためのセーフティネットづくりを開始し、石狩にも同じように障がいのある人のためのセー
フティネットを創ろうと石狩市手をつなぐ育成会等で取り組んできたことを説明しました。そのよう
な取り組みを発展させ、平成２２年１０月に準備会を発足させ、平成２４年１０月正式にＰ＆Ａいし
かりを結成してきた経過を話しました。誰もが安心して暮らせる地域づくりのために、地域の中に、
障がいのある人の良き理解者を増やし、広げていきたいと市民の皆さんにワンコインサポーターの協
力をお願いし、コンビニ、スーパー、警察署、消防署、病院、中央バスへのパンフの配布活動に取り
組んできたことを説明しました。また、白石区の姉妹孤立死問題をわが街いしかりで共に考える集い
を２度にわたり開催し、西村弁護士を囲む集いなどに取り組んできたことを説明しました。 
 また「いしかりさあち」を基に、障がいのある人が、地域でどのような活動をしているのか、グ
ループホームの生活などについて各町内を担当している民生委員に説明し知ってもらうことができま
した。 
 その後、民生委員児童委員の方との懇談になりました。懇談の中では、障がいのある人への偏見が
あるとして、防災訓練の際に手伝ってもらったらいいのではないだろうかという人と手がかかるから
無理ではないかという意見も出されて、障がいのある人の考えを受け止めていく必要があるのではな
いかと話されていました。また、民生委員だけでは取り組みが広がっていかないという意見も出され、
一般市民に向けて広報活動をして行ったらよいのではないかという提案もされました。他に、とれた
てマルシェの販売時間、曜日等を知らせてほしいという意見もありました。厚田の民生委員の方は、
あきあじ祭への参加、レラもうらいで交流の様子について話をしていただきました。 

 懇談が終わり、民生委員の方から、障がい者部会の他の部会とも懇談してはどうかとアドバイスを

いただき、これからも連絡をとれるようにと携帯番号を教えていただきました。 

 懇談の中で、Ｐ＆Ａいしかりの活動の説明に、大変興味を持っていただいた印象を持ちました。

佐々木世話人の挨拶やＰ＆Ａいしかりが地域で取り組んできた活動の大切なことや温かいつながりを

求めてきた願いに共感を寄せていただいたと感じました。 
 これからも懇談を大切に、地域への参加を広げていこうと思いました。 

 
                          （世話人 遠藤健治） 

３月２１日は世界ダウン症の日!！ 
北海道小鳩会が札幌地下歩行空間で 

啓発キャンペーン！ 

石狩市民生委員児童委員障がい者福祉部会と 
 

Ｐ＆Ａいしかりとの懇談！ 

 去る３月２１日、北海道小鳩会主催で札幌地下歩行空
間に於いて、世界ダウン症の日啓発キャンペーンが行わ
れました。 
 みんなの交流スペースでは多くの方々でにぎわい、個
人や団体の活動紹介タイムがありました。Ｐ＆Ａいしか
りの集いにも出ていただいたご結婚されている上原さん
へのインタビューもありました。笑顔で質問に答える上
原さんに会場の皆さんもとても微笑ましい気持ちで素敵
な時間を過ごせたので 
はと感じました。 
 地下歩行空間５番入 
口付近では、写真展や 
映像での啓活動も行わ 
れていました。ダウン 
症ご本人やお母さん方 
のパワーがあふれてい 
ました。 

 ４月２日は国連が定めた自閉症啓発デー。４月２日～８日
は発達障がい啓発週間です。去る４月１日、札幌市・（福）
はるにれの里・カラフルブレイン実行委員会主催、コンサ
ドーレ札幌の協賛で札幌ドームにおいて発達障がい啓発週間
マッチということで、コンサドーレ札幌ＯＢチームと札幌で
活動している知的障がい者（児）によるサッカーチーム「札
幌ＮＦＣ」が対戦。そして、コンサドーレ札幌ＶＳ京都サン
ガ戦で啓発マッチが開催されました。２日には新さっぽろサ
ンピアザ光の広場においてステージ発表会やコンサドーレ札
幌野々村社長・選手によるトークショ 

ーなど啓発イベントが開催されました。 

また、札幌テレビ塔、時計台では自閉 

症啓発のイメージカラーのブルーでラ 
イトアップされました。 
 

Ｐ＆Ａいしかりのホームページをご覧ください！ 

http://p-a-ishikari.jimdo.com/ 

世界自閉症啓発デー！！ 
 

発達障がい啓発週間マッチ開催！！ 

札幌テレビ塔・時計台が 
ブルーでライトアップ 
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